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※ 各法人の年度計画に係る業務実績を検証願います(提出期限 8月 3日(月))。検証は法人ごとに行うもので、法人間の比較を行うものではありません。 委員氏名［           ］ 

 

県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－２－１ 調査及び臨床研究等の推進 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 治験管理センター部

において、治験や調査研

究事業に積極的に参画

し、受託件数の増加を図

る。 

項目番号 27 

 

平成 25 年度の実績は、

29 件(2 月末現在)である。 

平成 26 年度の目標は、

30 件(うち新規受託 10 件)

である。 

・ 平成 26 年度の治験の件数は 24 件(うち新規受

託 5 件)で目標数値には達しなかったものの、症

例件数は前年実績以上となった。 

治験件数 H24 H25 H26 

治験実施件数 27 件 29 件 24 件 

治験症例件数 68 件 93 件 97 件 

受託研究件数 58 件 54 件 55 件 

 

○ 治験部門の体制 

  部長  1 人 副部長 1 人 

事務員 1 人 治験コーディネータ 6 人 

・ 主な受託研究事業 

研究内容 担当科 

切除不能進行・再発大腸癌における

RAS 遺伝子変異型に対する一次治療

FOLFOXIRI＋ベバシズマブ併用療法

の第Ⅱ相試験(JACCRO OC－11) 

外科 

安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症

性心房細動患者におけるリバーロキサ

バン単剤療法に関する臨床研究 

循環器

内科 

 

Ⅲ (1) 治験や調査研究事業

に積極的に参加できるよ

うに治験管理業務、治験

コーディネーター業務を

推進する。また、各

CRO(医薬品開発業務受

託機関)を活用し、人材の

育成、体制強化を図ると

ともに、治験参加の有益

性を周知し、受託件数の

増加を図る。 

 

大学等の関係機関と

連携し、各種臨床研究を

実施する。 

項目番号 26 

 

・ 治験管理部門が中心となり、治験募集と担当

診療科調整の支援を行うため、医薬品開発業務

受託機関から照会のあった案件について、該当

医師に情報提供を行った。 

(平成 26 年度情報提供実績：15 件) 

 

【治験件数】  

区分＼年度 H24 H25 H26 

治験実施件数 1 件 1 件 1 件 

治験症例件数 0 件 13 件 25 件 

受託研究件数 1 件 1 件 0 件 
 

Ⅲ (1) 治験や調査研究事業

に積極的に参画できる体

制を充実し、受託件数の

増加に努める。 

項目番号 22 

 

 

薬剤部・事務局(契約締結、収入・研究予算管理)

で役割分担し治験実施体制を整えている。 

また、受託実績に応じて研究に必要な予算を実

施診療科に配分する仕組みにより受託件数の増加

を促している。 

 
受託実績 

受託内容 24 年度 25 年度 26 年度 

使用成績

調査 
3 件 2 件 1 件 

特定使用

成績調査 
3 件 0 件  0 件  

 

 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅳ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

項目番号 28 

年度計画記載なし。 

 

中期計画 

先端医療など新しい医療に

ついて研究、研修を行うととも

に、ＥＢＭに基づく医療を行

い、疫学統計調査や臨床研究を

行いかつ管理する「臨床研究部

(仮称)」を創設する。 

平成 23 年度から臨床研究部を設置した。 

 
－     

 

 

 

 

  

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

－ 

H25 

検証

結果 

 

－ 

検証 

結果 

 

 

－ 

            

３ブロック：1-2-1 調査・臨床研修等推進 ～ 1-5-2 他県等の医療救護への協力 

資料②－３ 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－２－２ 診療等の情報の活用 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 医療総合情報システ

ムに蓄積された各種医療

データの有効活用 

項目番号 29 

 

医療総合情報システムに

蓄積された各種医療データ

を分析し、それを医療情報

として提供したり、診療録

の記載内容を監査すること

により、院内の医療従事者

の総合的なレベルアップを

図り、医療の質の向上に寄

与する。 

 

また、要望に応じて、医

療総合情報システムで管理

されている CT や内視鏡等

の画像情報を迅速に提供す

ることにより、病診連携な

どの医療体制の充実を図

る。また、「診療録等の記載

及び管理に関するマニュア

ル」、「災害時等における医

療情報システム障害時対応

マニュアル」等を必要の都

度見直していく。 

・ 医師及び研修医 160 人が電子カルテに記載し

た診療記録について、入院診療計画書との整合

性、診断過程の記述内容などを診療情報管理委

員会で監査し、そのレベル向上を図るとともに、

医療画像の提供を 5,536 件実施して、密接な病

診連携の実現に努めた。また、医療情報システ

ム障害時対応マニュアルの見直しのための作業

部会を立ち上げ、マニュアルの見直しを行った。 

 

・ 診療情報から抽出した DPC データを分析ソフ

トの活用により、加えてコンサルタントを活用

したことで、診療科別に症例検討を実施し、DPC

収益が対前年 102.5％増(稼働額ベース)と効果が

みられた。 

Ⅲ (1) 医療総合情報システ

ムに蓄積された各種医療

データの有効活用 

項目番号 27 

 

在院日数、入院収益等の

状況分析を継続するととも

に、診療報酬の改定状況を

踏まえた分析を行い、今後

の病院運営を決定する上で

判断材料とする。 

 

経営分析システムを活用

し、病院の現状を明確化す

ることにより、経営向上、

医療の質向上を図る。 

 

一般社団法人 日本病院

会の「QI プロジェクト」に

参加し、臨床指標を他院と

比較・分析することで、医

療の質の向上を図る。 

 

診療情報管理士資格取得

のための通信教育を新たに

受講させる。受講料等は病

院が負担し、資格取得の支

援を行う。 

 

医療連携関連データ(紹

介・逆紹介率、高度医療機

器・開放型病床利用状況等)

について地域医療連携推進

協議会等を通じ、医師会を

はじめとする医療関係機

関、行政機関と情報を共有

し、医療機関ごとの役割の

明確化や地域連携クリニカ

ルパスの活用等により、医

療連携の推進を図る。 

・ 手術指数、診療単価の推移について継続して

診療報酬委員会において取り組みを継続し、在

院日数の短縮、診療単価増加に努めた。 

 

・ DPC 係数増加、収益増加のため、後発医薬品

の採用率アップに向け、薬剤部を中心に、院内

全体として後発品の使用に努め、係数増加を図

った。 

 

・ 在院日数短縮により、延べ患者数は減少した

ものの、新規の入院患者は確保できた。また、

7 対 1 看護体制も実現でき、効率的に安定して

対応することが可能となった。 

 

・ 日本病院会のＣＩ事業に参加し、また継続し

て CI，QI データについてホームページ上での

公表を継続して行った。 

・ 診療単価(一般急性期)  H24 58,533 円 

             H25 60,926 円 

             H26 64,417 円 

・ 平均在院日数(一般急性期) H24 12.4 日 

               H25 11.9 日 

               H26 10.9 日 

・ DPC 機能評価係数Ⅱ H26 年度係数 0.0562 

H27 年度係数 0.0643 

                                                                   

・ 医師会、歯科医師会、薬剤師会、行政機関等

の代表者を集め、4 半期に 1 度のペースで地域

医療連携推進協議会を開催し、紹介・逆紹介、

高度医療機器利用、開放型病床利用等の各種デ

ータを提供し、急性期病院と開業医、他の医療

機関との地域における役割、医療資源の有効活

用について検討を重ねた。 

 

・ 職員の診療情報管理士資格取得を支援し、平

成 26 年度末に職員 4 名が認定試験に合格し、

同資格の取得をした。また、新たに 2 名が受講

を開始しており、今後順次増員予定となってい

る。 
 

【地域医療連携推進協議会開催実績】 

第 1 回(5/29)、第 2 回(9/9)、第 3 回(12/17)、 

第 4 回(3/5） 

Ⅳ (1) 医療総合情報システ

ムに蓄積された各種医療

データの有効活用 

項目番号 23 

 

医療情報システムに蓄積

された各種医療データを分

析し、医療情報として提供

することにより院内の医療

従事者の総合的なレベルア

ップを図る。 

 

また、その情報を地域の

医療機関へも情報提供する

ことにより地域医療全体の

活性化を図る。 

医療総合情報システムに蓄積されたデータを利

用して、診療委員会における報告書や、診療実績、

収支状況等の経営概要一覧を作成し、それらを毎

月行う管理会議で職員に資料提示して病院の実状

を周知させ、経営改善に向けてよりよい医療体制

づくりに努めた。 

新病院の移転に伴い、サーバーを更新した。 

DPCデータ提出加算取得に向け体制整備及び試

行データの準備に着手した結果、平成 27 年 3 月に

適合通知を得ることができたので、今後データの

有効活用を図っていく。 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅳ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(2) 集積したエビデンス

のカンファレンス、臨床

研修、臨床研究等への活

用 

項目番号 30 

 

電子カルテに集積した院

内の診療データをカンファ

レンス、臨床研修、臨床研

究等において活用するた

め、診療情報管理委員会を

中心に他の委員会等の協力

も得たうえで、データの処

理を行う。特に、チーム医

療推進委員会では各職種間

で情報の共有を図り、チー

ム医療を推進する。 

 

また、医療の質検討委員

会では、医療の質の向上の

ため、診療のプロセスとア

ウトカムに関する 25 の指

標 (Quality  Indicator)に

ついて、日本病院会の活動

に参画するとともに、当セ

ンターのホームページ上で

も公表し、さらに項目数を

増やし QI 活動による医療

の質の向上を図る。 

・ 医学統計などへの活用 

電子カルテに登録されている「退院サマリー」

の主病名を病歴管理システムにデータ連携さ

せ、当該システムにより集計し、医学統計書を

作成した。また、「がん登録サマリー」とがん登

録システムを連携させ、県に提出する地域がん

登録届出票を作成するなど、電子カルテに集積

されたデータの有効活用を行った。 

 

・ 各診療科・センター毎に診療内容及びカンフ

ァレンス並びに保健医療についてホームページ

にて随時情報を提供した。 

 

Ⅲ (2) 集積したエビデンス

のカンファレンス、臨床

研修、臨床研究等への活

用 

項目番号 28 

 

診療ガイドラインに基づ

いた治療を行なっていく。 

 

問題症例はカンファレン

スにおいて、集積したエビ

デンスに基づいた評価、検

討を行い、よりよい治療を

目指す。 

 

学会などが主導する疾患

別登録事業、がん登録事業

に参加し、情報提供を行う。 

 

年報やホームページなど

で診療科の治療実績を公表

する。 

 

一般社団法人 日本病院

会の「QI プロジェクト」に

参加し、臨床指標（治療実

績）の公表を推進する。ま

た、治療実績を比較するこ

とで、集積したエビデンス

について分析する。 

・ ガイドラインに基づいた治療を行った。各々

の症例に関してはカンファレンスで集積した

エビデンスに基づき評価を行い成績向上に努

めた。 

 

・ がん登録について、国立がんセンター主導の

予後調査事業に前年に続き参加し、市町村から

の予後情報の収集に努めた。今後、データ量の

増加とともに、がん登録内容と予後データの分

析、活用を進める。 

 

・ クリニカルインディケーターについて、日本

病院会のＣＩ事業に参加し、また前年に引き続

き CI、QI データについて年報、ホームページ

上での公表を継続して行った。 

 

 

Ⅲ (2) 集積したエビデンス

のカンファレンス、臨床

研修、臨床研究等への活

用 

項目番号 24 

 

集積したエビデンスをカ

ンファレンス、臨床研修、

臨床研究等において活用す

ることで、医療の質の向上

を図る。 

特に、地域医療研究研修

センターでの調査研究事業

において有効な活用を図

る。 

 

また、病院年報を年１回

発行し、その研究成果を岐

阜県及び圏域市村の関係機

関に提供する。 

 

クリニカルインディケー

ター(臨床指標)の導入につ

いて検討を行う。 

臨床研究である、岐阜県の高血圧症患者の食塩

摂取量、治療薬と脳・腎・心血管イベント予後と

の関係調査「ノブナガ研究」への継続参加 

 

年報 38 号の発刊。今後の掲載内容については、

業績・経営概要とも期間を年度でまとめることに

より、より精度の高い比較分析ができるよう見直

しを実施した。 

 

クリニカルインディケーターについては、可能

なところから順次公表するよう検討していく。 

Ⅱ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅱ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅱ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅱ 

検証 

結果 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－２－３ 保健医療情報の提供・発信 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 公開講座、医療相談会

等の定期的開催 

項目番号 31 

 

県民に関心の高いテーマ

を取り上げた県民向けのセ

ミナーのほか、各部門がブ

ースを出展する「健康祭」

を開催する。また、院外の

医師が参加できる症例検討

会「クリニカル・ラウンド」

を実施する。 

 

・ 小児医療をテーマとした一般開放イベント「こ

どもけんこうフェスティバル」を平成 26 年 11

月に開催した。セミナーでは小児系診療科の医

師が発達障害や食物アレルギーなどをテーマに

講演し、その他体験コーナー、パネル展示など

を行った。 

Ⅲ (1) 公開講座、医療相談会

等の定期的開催 

項目番号 29 

 

一般市民向けの公開講座

を開催し、医療に対する知

識や関心を高める。 

 

医師、看護師等が地域に

出向き、地域住民を対象と

した講座を継続的に実施す

る。 

 

病院秋まつりにおいて、

無料健康相談を実施する。

また、健康相談以外に医療

情報の提供となる催しを行

う。 

 

岐阜県難病団体連絡協議

会の主催する難病医療福祉

相談会などに、福祉相談員

として参加する。 

・ 一般市民向けの公開講座を開催した。 

○ 市民公開講座 9/23 

「足を守ろう、治そう、救おう。本当は怖

い足の血行障害」 

参加者数：702 名 

○ 緩和ケア市民公開講座 10/11 

｢患者に寄り添う緩和ケア｣ 

参加者数：223 名 

 

・ 医師、看護師が講師となり「健康づくり講座」

を多治見市内の公民館で１１回開催した。 

総参加者数： 260 名 

 

・ 11 月 2 日に地域住民との交流を主たる目的と

して開催した病院秋まつりにおいて、来場者

307 名に血管年齢測定を行い、健康指導を行っ

た。 

 

Ⅲ (1) 公開講座、医療相談会

等の定期的開催 

項目番号 25 

 

一般市民向けの公開(出

前)講座や医療に関する相

談会を定期的に開催し、保

健医療・各種福祉制度に対

する情報の提供や発信を行

う。 

○ 公開講座等の実施状況 

下呂市からの依頼により、助産師を派遣し、

下呂市保健センターでのマタニティクラスの開

催を支援するとともに、下呂市内の全中学校で

行っている「命のふれあい講座」は今年度で 7

年目となった。 

また県看護協会主催の「まちの保健室」等に

も主体的に参加している。 

 

◆ 糖尿病教室 

在宅療養支援のため在宅療養ハンドブック

を作成 

◆ マタニティエクササイズ 

妊娠中の運動、エクササイズ等（計 7 回 延

べ 12 人） 

◆ ベビービクス 

ベビーマッサージ、エクササイズ等(計 13

回 延べ 70 人) 

◆ 分娩準備クラス 

お産の仕組み、入院方法、呼吸法等(計 12

回 延べ 38 人) 

◆ 摂食えん下障害看護学習会 

H26.10.21 開催 46 人参加 

◆ 褥瘡対策研修会出前講座(別紙実績報告あ

り) 

褥瘡の基礎、リスクアセスメント等(計 2 回 

延べ 91 人) 

◆ 下呂市病診連携研究会(褥瘡) 150 人参加           

平成 26 年度は、地域施設などの医療・介

護者が対象であったが、今後市民向けの褥瘡

予防に関する講座の開催を検討していく。           

◆ 感染対策研修会出前講座 

食中毒予防、肺炎球菌とインフルエンザと

ノロウイルス(計 2 回 延べ 93 人) 

 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 
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結果 

 

Ⅲ 
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結果 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(2) 保健医療、健康管理等

の情報提供 

項目番号 32 

 

岐阜県総合医療センター

広報誌「けんこう」地域医

療連携センター部広報誌

「すこやか」の定期発行や、

必要に応じ「診療案内」を

改訂するとともに、病院が

有する保健医療情報を病院

のホームページで公表す

る。 

 

また、「けんこう」「すこ

やか」の効率的な発行方法

についても検討を進める。 

・ 広報誌「けんこう」を平成 26 年 5 月、9 月及

び平成 27 年 3 月に発行した。 

 

・ 病診連携部ＰＲ誌「すこやか」を平成 26 年度

に 2 回発行した。 

 

・ 当センターの新しい医療への取り組みについ

てプレス発表や取材協力等によりマスメディア

を媒体として県民への情報発信を行った。 

 

・ インターネットを通じて、保健医療や健康管

理に関する情報提供を行った。 

Ⅲ (2) 保健医療、健康管理等

の情報提供 

項目番号 30 

 

病院広報誌「けんびょう

いん」を発行し、最新の医

療情報を発信する。 

 

地域情報誌等への医療情

報の提供に積極的に協力す

る。 

 

ホームページに公開する

情報を常に最新のものに更

新する。 

・ 病院広報誌「けんびょういん」を 8 月及び 1

月に発行し最新の情報を発信した。 

 

・ 新聞、地域情報誌の医療特集記事に寄稿した。 

 

・ 「病院案内」のデザインを一新するため、他

の医療機関の案内を参考に、基本デザインや当

院の理念や医療の取り組みなどが伝わりやす

いレイアウトを検討した。 

 

・ 各部門内にスタッフを配置したことにより、

ホームページに公開する情報を常に最新のも

のに更新することができた。 

Ⅲ (2) 保健医療、健康管理等

の情報提供 

項目番号 26 

 

病院が有する保健医療情

報についてもホームページ

で公開するよう努めるとと

もに、病院広報誌の内容充

実を図り、地域が必要とす

る保健医療情報の提供に努

める。 

 

また、他の機関が主催す

る住民等に対する講師派遣

についても積極的に協力し

ていく。 

◆ 病院広報誌の発行 

「健康と医療」を 8 月と 12 月に各 3,000 部を

発行。圏域の開業医・自治会・福祉関係施設な

ど 52 の関係者や団体に配布。新病院についての

情報の他、診療科の紹介や地域包括ケア病棟等

の情報提供を行った。 

 

◆ 地域医師会等主催講演会への参加 

地域医師会等主催の学術講演会に当院医師・

看護師が講師、座長として参加。症例検討や講

演などにより、医療情報の提供を行った。 
 

講師等で参加した回数・人数 

 
24 年度 25 年度 26 年度 

回数 7 回 15 回 14 回 

人数 19 名 30 名 14 名 

 

◆ ホームページでの情報提供 

新病院移転に伴う変更箇所について即座に対

応した情報提供を行い、外来案内・入院案内・

アクセスのページ構成について精査した。 

また、看護部ホームページを全面リニューア

ルし、操作性を向上させると共に、現状に即し

た情報を視覚的にもわかりやすく提供すること

を可能にした。 
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◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 
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結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 
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結果 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－３－１ 医師の卒後臨床研修等の充実 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 質の高い医療従事者

の養成 

項目番号 33 

 

最先端の医療技術・知識

の取得のため、各種学会や

研修会、講習会等へ参加で

きるよう支援する。また、

国内や海外での留学や他の

先進病院へ医師を派遣する

ことにより、長期研究でき

る体制を引き続き維持す

る。 

 

・ 各診療科・部において医療従事者の養成を行

っている。 

 

・ 国内外での長期の留学・研究等が行えるよう

規定を整備済みである。 

 

・ 平成 26 年度医師派遣 

① 循環器内科 派遣先：米国(ハーバード大学

医学部 ブリガム･アンド･ウィメンズ病院) 

② 循環器内科 派遣先：日本医科大学付属病

院 

③ 眼科 派遣先：岐阜大学医学部附属病院 

④ 循環器内科 派遣先：倉敷中央病院 

 

初期臨床研修医数    (各年 3.31 時点) 

 H24 H25 H26 

医師 33 人 31 人 31 人 

歯科医師 2 人 2 人 1 人 
 

Ⅲ (1) 質の高い医療従事者

の養成 

項目番号 31 

 

最新の医療技術や知識習

得のため、学会や講習会へ

の参加に必要な費用を負担

するなどの支援を行う。 

 

外部から講師を招聘して

講演会等を開催し、専門領

域から一般領域まで幅広く

知識を習得し、レベルアッ

プを図る。 

 

卒後臨床研修評価機構に

よる認定施設の取得に向

け、各種規程や院内体制の

整備等の具体的な取り組み

を行う。 

 

研修医のニーズを踏まえ

た「症例検討会」「各診療科

部長による講義」や「早朝

講義」などを定期的に開催

する。 

・ 病院が経費を負担する等の支援を行い各種学

会、講習会等への参加を奨励した。(1 人年 2

回まで支援) 

 

・ 院内で外部講師を招へいし、医師等を対象と

した勉強会、講演会を実施した。 

 

・ 卒後臨床研修評価機構による認定施設の取得

に向け、研修プログラム等の見直しを行った。 

 

・ 研修医に対し、各診療科部長による実践的な

講義(毎月 2 診療科)、毎月第 2 金曜日に研修医

を対象とした早朝勉強会を実施した。 

 

・ 研修医を対象とした内科症例検討会を月 1 回

開催し、研修医自らが症例提示を行った。 

 

・ 研修体制の充実等により、平成 27 年度の医

師臨床研修医 9 名の確保をすることができた。 

 
【医師等を対象とした勉強会、講演会開催実績】 

開催日 講演会等名 出席人数 

H26.4.10 

他 6 回 
緩和ケア勉強会 延 374 人 

H26.9.11 

他 1 回 
医療安全講演会 延 876 人 

H26.07.29

他 1 回 
感染対策講演会 延 910 人 

 
【初期臨床研修医数】 (各年度末時点) 

区分＼年度 H24 H25 H26 

医師 17 人 17 人 18 人 

歯科医師 2 人 2 人 2 人 
 

Ⅲ (1) 地域医療を目指す医

師の養成 

項目番号 27 

 

基幹型臨床研修病院とし

て初期臨床研修医１名を受

入れ、地域医療を目指す医

師の養成に努める。 

 

また、協力型臨床研修病

院として、岐阜大学地域医

療医学センター、岐阜県総

合医療センター及び岐阜市

民病院からの臨床研修医を

積極的に受け入れる。 

協力型の臨床研修病院として岐阜大学地域医療

医学センター及び岐阜県総合医療センター、岐阜

市民病院から地域医療研修を行う臨床研修医の受

入れを行うとともに、基幹型の臨床研修病院とし

て、平成 26年度は 1名の臨床研修医を受け入れた。 

 

【研修の状況】 

・1 年次研修医 1 名 

 実施した研修科： 

・内科 6 ヶ月、救急 3 ヶ月、脳神経外科 2

ヶ月、産婦人科 1 ヶ月 

 

・2 年次研修医 2 名 

 実施した研修科： 

・内科 5 ヶ月、産婦人科 2 ヶ月、小児科 2

ヶ月、地域医療 1 ヶ月(東白川村、小坂

の各診療所)、精神科 2 ヶ月(南ひだせせ

らぎ病院) 

・内科 4 ヶ月、外科 1 ヶ月、産婦人科 1

ヶ月、整形外科 1 ヶ月、地域医療 1 ヶ

月(東白川村、小坂の各診療所)、精神科

4 ヶ月(南ひだせせらぎ病院) 

 
初期臨床研修医数(各年 3.31 時点) 

24 年度 25 年度 26 年度 

3 名 4 名 3 名 

 

 

臨床研修プログラムについては、現状は、現時

点で設定している臨床研修プログラムで特に問題

なく進めている。 

後期臨床研修など新たなプログラムの開発は、

臨床研修指導医が限られていることもあり、状況

を見ながら検討していく。 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(2) 後期研修医(レジデン

ト)に対する研修等 

項目番号 34 

 

後期研修医に対しては、

専門医取得に向けた当セン

ター独自の研修プログラム

を平成 24 年度に開発して

おり、平成 25 年度からス

タートする後期研修医から

適用している。平成 26 年

度も 10 名の後期研修医が

加わる。平成 24 年度以前

の従来からの後期研修医に

も、本人の希望により新た

なプログラムをできる限り

適用して、スムーズな専門

医取得ができるように推進

する。 

 

また、看護部、臨床検査

科、中央放射線部、薬剤部

等病院内の各部署の協力を

得て、研修プログラムの充

実を図るとともに、チーム

医療が円滑に行えるよう支

援する。さらに、専門医取

得に向けて各種学会、研究

会等への参加について支援

する。 

・ 後期研修医(レジデント)に対する研修等を実施

した。 

 

○ 平成 26 年度実績 

  後期研修医人数 40 人 

  学会参加     224 人日 

 

後期研修医数   (各年 3.31 時点) 

 H24 H25 H26 

医師 33 人 33 人 39 人 

歯科医師 0 人 0 人 1 人 
 

Ⅲ (2) 後期研修医(レジデン

ト)に対する研修等 

項目番号 32 

 

後期研修 1 年目の研修医

は、研修希望診療科の選択

を可能とする。 

 

各診療科においては、専

門領域の疾患の診断と治療

の指導はもとより研究会、

学会参加や学会発表の支援

を行うなどのサポート体制

を強化し、卒後臨床研修の

充実を図る。 

 

・ 後期研修１年目の研修医に対し、希望する複

数の診療科にて研修を行った。 

 

・ 各診療科で専門領域の疾患の診断と治療はも

とより、研究会、学会参加や学会発表の支援を

行った。 

 

【後期研修医(レジデント)数】(各年度末時点) 

区分＼年度 H24 H25 H26 

医師 12 人 15 人 12 人 

歯科医師 1 人 1 人 1 人 
 

Ⅲ (2) 臨床研修医の県内定

着化の促進 

項目番号 28 

 

岐阜大学医学部附属病

院、岐阜県総合医療センタ

ー及びその他の県内臨床研

修病院等と連携し、研修医

を支援する。 

岐阜大学地域医療医学センター及び岐阜県総合

医療センター、岐阜市民病院等との密接な連携の

もとに当院を実践フィールドとし、地域医療を担

う医師の養成を実施。(受入数は No.03 のとおり) 

 当院の見学を希望する医学生に対し、積極的に

地域医療に関する説明を行った(岐阜大学 2 名、九

州大学 1 名、北海道大学 1 名、滋賀医科大学 1 名、

杏林大学 1 名、島根大学 1 名、奈良医科大学 1 名、

高知大学 1 名)。 

平成 26 年度には、平成 23 年度に常勤職員とし

て採用した初期臨床研修医 1 名については、平成

26 年度内科医として引き続き勤務しており、研修

医の県内定着化につながった。 

 
後期研修医数(各年 3.31 時点) 

24 年度 25 年度 26 年度 

0 名 0 名 0 名 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－３－２ 看護学生、救急救命士等に対する教育の実施 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 医学生、看護学生の実

習受入れ 

項目番号 35 

 

県内医療従事者の育成を

図るため、医学生、看護学

生の実習の受入れ体制を整

備し、今後も積極的に実習

を受け入れる。 

 

平成 25 年度実績 

医 学 生

の 病 院

見学 

H25.4～H26.2  

延べ70名(歯科

含む) 

看 護 学

生等 

(10 校) 

H25.4～H26.2 

延べ 10,911 名 
 

・ 昨年度と比較して看護学生・コメディカルを

目指す学生の受け入れ人数はほぼ横ばいだが、

医学生の受け入れ人数は増加した。 

 

平成 26 年度実績 

医学生の病院見学 年間延べ 102 人 

看護学生 ・岐阜県立衛生専門学校 

・岐阜県立看護大学 

・平成医療短期大学 

・岐阜大学医学部看護学科 

・岐阜医療科学大学 

・弥富看護学校 

・朝日大学 

・中部学院大学 他 

 年間延べ  10,217 人 

 

学生の実習受入状況    単位：人 

 H24 H25 H26 

医学生 96 95 102 

看護学生 9,676 10,984 10,217 

コメディカル 96 82 81 

合 計 9,868 11,161 10,400 

 

 

Ⅲ (1) 医学生、看護学生の実

習受入れ 

項目番号 33 

 

医学生の受け入れについ

ては、引続き関連大学(名古

屋大学、名古屋市立大学、

岐阜大学等)から積極的に

受け入れる。また、合同ガ

イダンスにも引続き参加

し、当院の PR を行ってい

く。 

 

看護学生については、専

門学校や大学から積極 

的に実習を受け入れる。 

 

 

・ 医学生については、名古屋大学、名古屋市立

大学、岐阜大学など関連大学から積極的に受け

入れた。 

 

・ 医学生に対する PR のためポートメッセ名古

屋、じゅうろくプラザ、大阪、東京で開催され

た合同ガイダンスに参加し、研修医の募集を行

った。 

 

・ 静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課

程(緩和ケア分野)、富山県看護協会認定看護師

教育課程(緩和ケア分野)、岐阜県立看護大学

CNSコース(がん看護専門看護師)の学生を受け

入れた。 

 

・ 看護学生やコメディカルの専門学校や大学か

ら、積極的に実習を受け入れた。 
 

【項目 3 に記載】 

・ 医学生の受け入れ状況 
 

【看護学生受け入れ実績】 

受け入れ元 受け入れ状況 

多治見看護専門学校 357 名 

県立看護大学 77 名 

中京学院大学 84 名 

東濃看護専門学校 31 名 

下呂看護専門学校 18 名 

 

【その他(コメディカル)の受け入れ状況】 

受け入れ部署 受入れ元・受け入れ状況 

薬剤部 愛知学院大学 1 名、岐阜薬科大学 2

名、金城学院大学 2 名  計 5 名 

中央放射線部 岐阜医療科学大学 10 名、東海医療技

術専門学校 3 名  計 13 名 

臨床検査科 岐阜医療科学大学 15 名、名古屋大学

１名 計  16 名 

リハビリテー

ション科 
日本福祉大学外  14 施設 計  23 名 

栄養管理部 中部大学 1 名。東海学園大学 2 名 

計 3 名 

 

【学生の実習受入状況】 

区分＼年度 H24 H25 H26 

医学生 10 人 9 人 22 人 

看護学生 525 人 602 人 567 人 

コメディカル 48 人 57 人 60 人 

合計 583 人 668 人 649 人 
 

Ⅳ (1) 医学生、看護学生の実

習受け入れ 

項目番号 29 

 

看護学生の病院実習の受

入れ体制充実に努める。 

 

平成 24 年度実績 

看護学校等 85 名 
 

平成 25 年度見込 

看護学校等 95 名 

 

◆ 看護学生の実習受入れ実績 

学校名 24 年度 25 年度 26 年度 

下呂看護

専門学校 
83 名 73 名 87 名 

岐阜県立

看護大学 
5 名 5 名 5 名 

その他      2 名 

計 88 名 78 名 94 名 

 

◆ 下呂看護専門学校への講師派遣 

職種 24 年度 25 年度 26 年度 

医師、歯

科医師 
17 名 11 名 11 名 

看護師 9 名 10 名 10 名 

コメディ

カル 
6 名 7 名 6 名 

事務職 2 名     

計 34 名 28 名 27 名 

 

◆ 学生の実習受入状況 

   24 年度 25 年度 26 年度 

医学生  6 名 4 名 4 名 

看護学生 88 名 78 名 94 名 

コメディ

カル 
7 名 9 名 7 名 

合計 101 名 91 名 105 名 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(2) 救急救命士の病院実

習など地域医療従事者へ

の研修の実施及び充実 

項目番号 36 

 

救急救命士など地域医療

従事者の養成を図るため、

救急救命士に対する救急搬

入後の事後検討会を実施す

るなど、病院での実習の受

入れ体制を整備し、今後も

積極的に受け入れる。 
 

平成 24 年度実績(救急救命

士養成に関する臨床実習受入) 

計 56

名 

 

・薬学部学生の実習受入れ 

県内薬剤師の充実を図る

ため、薬学部学生の実習を

積極的に受け入れる。 

救急救命東京研修所 8 名 

救命救急九州研修所 1 名 

名古屋市救急救命士養

成所 

1 名 

自衛隊岐阜病院 6 名 

岐阜県消防学校 32 名 

岐阜市消防 1 名 

高山市消防 1 名 

各務原市消防 1 名 

東海医療工学専門学校 2 名 

・ 救急救命士の病院実習など地域医療従事者へ

の研修の実施状況は下記のとおりであり、受入

計画を達成できた。 

 

受入れ実績           単位：人 

実習受け入れ施設等 H24 H25 H26 

救急救命東京研修所 4 8 5 

救急救命九州研修所 1 1 1 

東海医療工学専門学校 1 2 2 

自衛隊岐阜病院 6 6 7 

岐阜県消防学校 28 32 35 

名古屋市救急救命士養成所 1 1 2 

岐阜市消防 1 1 3 

本巣市消防 0 0 1 

山県市消防 1 0 0 

各務原市消防 1 1 1 

高山市消防 0 1 1 

名古屋医専 0 3 4 

合計 44 56 62 

 

 

 

 

 

 

 

・ 薬学部学生の実習受入れ 

平成 26 年度当センターでは岐阜薬科大学 10

人、愛知学院大学 2 人、名城大学 2 人、金城学

院大学 2 人、京都薬科大学 1 人、鈴鹿医療科学

大学 1 人の合計 18 人の実務実習を受け入れた。 

Ⅲ (2) 救急救命士の病院実

習など地域医療従事者へ

の研修の実施及び充実 

項目番号 34 

 

生涯教育実習、就業前実

習、気管挿管実習、薬剤投

与実習を定期的に実施し、

医療技術の向上を図る。 

・ 救命救急士の生涯教育実習、就業前実習、気

管挿管実習、薬剤投与実習を定期的に実施し、

医療技術の向上を図った。 

 

【研修実績の年度比較】 

区分＼年度 H24 H25 H26 

生涯教育実習 51 名 75 名 72 名 

就業前実習 4 名 4 名 6 名 

気管挿管実習 8 名 3 名 3 名 

薬剤投与実習 1 名 1 名 1 名 

 

【救急救命士の実習受入状況】 

H24 H25 H26 

64 人 64 人 82 人 
 

Ⅲ (2) 救急救命士の病院実

習など地域医療従事者へ

の研修の実施及び充実 

項目番号 30 

 

救急救命士などの病院実

習の受入れ体制充実に努め

る。 

 

平成 24 年度実績 

就業前教育実習 1 名

(延べ 20 日)、 

再教育病院実習 20 名

(延べ 60 日)、 

薬剤投与追加講習病

院実習 1 名 (延べ 5

日)、 

消防学校病院実習 1

名(延べ 1 日) 

 

平成 25 年度見込 

就業前教育実習 2 名

(延べ 40 日)、 

再教育病院実習 20 名 

(延べ 60 日)、 

薬剤投与追加講習病

院実習 2 名(延べ 10

日)、 

消防学校病院実習 2

名(延べ 2 日) 

 

(3) 理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士、薬剤師、

管理栄養士等の学生につ

いて積極的に受入れを行

う。 

 

 

◆ 下呂市消防本部の救急救命士の病院実習受入れ実績 

実習項目 24 年度 25 年度 26 年度 

就業前教

育実習 
1 名 2 名 2 名 

再教育実

習 
20 名 20 名 22 名 

薬剤投与

実習 
1 名 2 名 2 名 

消防学校

病院実習 
1 名 2 名 5 名 

計 23 名 26 名 31 名 

 
◆ コメディカル等の実習受入れ実績 

職種 24 年度 25 年度 26 年度 

理学療法士 6 名 9 名 7 名  

作業療法士       

言語聴覚士       

薬剤師       

管理栄養士       

社会福祉士 1 名     

計 7 名 9 名  7 名 

 

 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－４－１ 地域医療への支援 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 地域医療水準の向上 

項目番号 37 

 
地域の医療機関との連携を

強化し、高度先進医療機器の共

同利用を促進するとともに、開

放型病床の利用促進及び開放

型病床利用登録医師との共同

診療の実施により地域医療の

向上を図り、オープン病床クリ

ニカルミーティングや病診・病

病連携検討会、症例検討会(ク

リニカルラウンド)を開催する

など、地域の医療機関へのハー

ド・ソフト両面での支援を推進

する。 

 

○ 高度先進医療機器の共同

利用の推進 

・ CT や MRI 等の高度先進

医療機器については、地域連

携病院からの依頼を受けて

実施するほか、郡上市民病院

との遠隔画像診断を実施す

るほか、全自動免疫染色装置

の導入による高山赤十字病

院をはじめとする他の医療

機関からの病理標本の作製

や病理診断を受託するなど、

地域がん診療連携拠点病院

としてがん診療の技術向上

等に努める。 

 

○ 開放型病床の利用及び共

同診療の推進 

・ 岐阜県総合周産期母子医療

センターの休日･夜間には、

産科開業医等 8 名、小児急

病センターについては、各務

原市医師会所属小児科開業

医 8名(各 1回／月)の協力を

得て小児夜間・休日診療体制

を確立し、また、地域の勤務

医(2 名)の協力を得て、地域

連携、夜間･休日診療を実施

するなど、救急搬送など「断

らない医療」に取組む。 

・ オープン病床クリニカルミーティングを開催

し、地域の医療機関との連携を強化した。 

 

○ 高度先進医療機器の共同利用の推進 

・ 高度医療機器の共同利用実績  (件数) 

機器名 H24 H25 H26 

ＣＴ 426 356 405 

ＭＲＩ 323 389 367 

ＰＥＴ 65 47 50 

遠隔画像診断機器 374 533 216 

 

○ 輪番制実施状況        (日数) 

 H24 H25 H26 

小児 259 259 259 

内科･外科系 66 64 65 

 

○ 共同診療の推進 

平成 21 年度から引き続き、総合周産期母子医

療センターの夜間・休日診療へ 6 人の開業医師

が協力。小児夜間急病センターには各務原市医

師会所属医師 8 人が小児輪番日において共同診

療を実施。 

 

○ 開放型病床の利用状況及び共同指導回数 

項目･年度 H24 H25 H26 

共同指導(回) 15.3 12.3 10.7 

病床利用率(％) 49.4 41.7 41.4 

※ 共同指導回数は月平均 

 

Ⅲ (1) 地域医療水準の向上 

項目番号 35 

 

地域医療連携推進協議会

の開催や、医療連携登録医

等への継続的な訪問活動を

通じて、医療連携の強化、

各医療機関の役割分担の明

確化を図り、地域支援病院

の指定に必要な紹介率・逆

紹介率の確保を目指す。 

 

高度医療機器や開放型病

床の共同利用について継続

的に PR し、利用を促進す

る。 

 

病院主催の講演会、勉強

会(医療連携、医療安全、感

染対策、緩和ケアなど)を通

じて、地域の医療水準の向

上と医療機関相互の連携強

化に努める。 

 

東濃地域周産期母子医療

センターとして、東濃地域

の産科医との「お産ネット

ワーク」を結び、密接な連

携のもと、小児科と協働し

てハイリスクの周産期医療

を推進する。 

 

在宅緩和ケアについて、

地域のケアマネージャーや

診療所等と連携し、事例検

討会の開催や入退院の調整

を行う。 

 

精神科を設置している地

域医療機関と東濃精神科医

療連絡協議会を定期的に開

催し、精神医療に関する情

報交換を積極的に行う。 

 

・ 四半期に 1 度のペースで開催した地域医療連

携推進協議会を通じ、医師会長をはじめとする

関係者に医療連携の推進、高度医療機器、開放

型病床の利用を呼びかけた。 

 

・ 医療連携講演会、症例検討会等を開催し、地

域医療の質の向上に努めた。 

 11/20 「これからの在宅医療～遠隔診療利用型

在宅医療」 参加者 65 名 

 

・ 精神科を設置している地域医療機関と東濃精

神科医療連絡協議会を定期的に開催し、精神医

療に関する情報交換を積極的に行った。(内容：

事例検討、講演会など) 

 

・ 東濃地域周産期母子医療センターとして、東

濃地域の産科医との「お産ネットワーク」を結

び、ハイリスクの周産期医療に対し、24 時間

365 日体制で安心して出産ができる環境の維持

に努めた。 

 

【項目 17 に記載】 

・紹介率・逆紹介率 

・高度医療機器の共同利用実績 

・開放型病床利用実績 

 

【項目 19 に記載】 

・合同カンファレンスの実績                                                                                    

 

 

Ⅲ (1) 地域医療水準の向上 

項目番号 31 

 
地域医療研究研修センタ

ーでは、岐阜大学地域医療医

学センター及び岐阜県総合

医療センターとの密接な連

携のもとに、二次医療圏にお

ける医療提供体制の課題と

解決策に関する調査研究及

び当院を実践フィールドと

した地域医療学の研究を行

うことで、地域医療を担う医

師の養成に取り組む。 

 
また、二次医療体制の課題

検討のため、下呂市及び中津

川市消防本部と当院医師及

びコメディカルとの情報交

換会を開催し、症例発表や講

演会を通じて地域メディカ

ルコントロールの連携強化

を図る。 
 

平成 24 年度実績 

5 回開催 参加者総数 234 名 

平成 25 年度見込 

6 回開催 参加者総数 350 名 

 
病診連携の推進を目指し、

5 床の開放型病床を設置し、

医療資源の有効活用を図る。 
 

平成 24 年度実績 

開放型病床開始 

開放型病院共同指導料の施設基

準の取得 

登録医の手続き 医科 2 名(追加) 

利用患者数 2 名、 

開放型病床利用日数 102 日、 

共同診療回数 2 回(ただし、施

設基準取得前の実績) 

 
平成 25 年度見込 

 利用患者数 9 名、 

開放型病床利用日数 150 日、 

共同診療回数 22 回(上半期) 

 

利用しやすくするため 10

月から登録病床の場所を変

更 

地域医師会との情報交換会を原則第１木曜日に

実施し、地域開業医との連携を図った。 

また、二次医療体制の課題検討のため、下呂市

及び中津川市消防本部との情報交換会を開催。症

例発表や講演会を通して地域メディカルコントロ

ールの連携を強化し、救急医療体制の充実強化を

図った。 

 

【情報交換会 開催実績】 

第 1 回 H26. 6.25 出席 35 名 

第 2 回 H26. 8.26 出席 92 名 

第 3 回 H26.12.11 出席 60 名 

第 4 回 H27. 3.18 出席 34 名 計 221 名 

 

○ 開放型病床の導入 

 医療資源の有効な活用と地域連携の更なる推

進を目指し、地元医師会及び歯科医師会等の協

力のもと、平成 24 年度から開放型病床 5 床を運

用している。平成 26 年度は、利用登録医も増え、

患者に対し安心した療養環境の提供が図られて

いる。 

 
開放型病床利用実績 

項 目 24 年度 25 年度 26 年度 

利用者数 

(実人数) 
2 名 21 名 38 名 

利用延べ

人数 
60 名･日 346 名･日 648 名･日 

※ 24 年度は、届出前実績 

Ⅳ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 
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岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(2) 医師不足の地域の医

療機関やへき地医療機関

への診療支援など人的支

援 

項目番号 38 

 

平成 25 年度は、岐阜県

立下呂温泉病院(内科：1人、

小児科：1 人、泌尿器科：1

人／週 1 回 他)、高山赤十

字病院(外科：1 人、小児循

環器：1 人／月 1 回、産婦

人科 1 名／月 1 回・6 月～

12 月、新生児内科：1 人／

2 日)、揖斐厚生病院(循環器

内科：1 名)、東白川国保診

療所(1 人／週 1 回半日)、下

呂市立金山病院(外科：1 人

／月 1 回当直)、郡上市民病

院(循環器内科：1 人／月 2

回当直～午前診、総合診療

科：1 人／週 1 回半日)、中

濃厚生病院(循環器内科：1

人／月 1 回半日、消化器内

科：1 人／年数回 3 時間

SED)、久美愛厚生病院(小

児科 1 人／月 2 回半日・9

月～)等において診療にお

ける人的支援を行った。 

 

今後も地域医療支援の機

能を果たすため、引き続き

医師不足の地域の医療機関

やへき地医療機関への診療

支援など人的支援を継続す

る。 

 

・ 平成 26 年度は、県立下呂温泉病院(30 人)、高

山赤十字病院(2 人)、揖斐厚生病院(1 人)、久美

愛厚生病院(1 人／月 2 回)、下呂市立金山病院(1

人／月 1 回)、郡上市民病院(1 人／月 2 回・2 人

／週 1 回)等において診療における人的支援を行

った。 

 

他の医療機関への人的支援の状況(延べ日数) 

派遣先医療機関名 H24 H25 H26 

県立下呂温泉病院 548 591 604 

高山赤十字病院 504 288 11 

揖斐厚生病院 245 225 244 

下呂市立金山病院 12 12 12 

木沢記念病院 － 244 － 

東海中央病院 62 － － 

東白川診療所 － 24 － 

久々野診療所 43 － － 

坂内村国民健康保険

診療所 
45 － － 

郡上市民病院 31 73 109 

中濃厚生病院 25 54 － 

久美愛厚生病院 － 14 24 

合  計 1,515 1,525 1,004 
 

Ⅳ (2) 医師不足の地域の医

療機関やへき地医療機関

への診療支援など人的支

援 

項目番号 36 

 

国民健康保険上矢作病院

に対し、定期的な医師の派

遣支援を継続する。 

 

へき地医療に関しては、

岐阜県へき地医療支援機構

の求めに応じ、随時医師の

派遣を行う。 

 

中津川市民病院をはじめ

とした他院からの依頼に応

じ、可能な限り随時医師の

派遣を行う。 

・ 国民健康保険上矢作病院へ医師を週 1 日(当直

業務を含む)延べ 53 人、研修医を 1 ヶ月に 1 名

ずつ 5 ヶ月間派遣をした。 

 

・ 岐阜県へき地医療支援機構の求めに応じ、国

民健康保険蛭川診療所へ、5 日間、各 1 名の医

師を派遣した。 

 

・ 中津川市民病院からの依頼に応じ、4/1 から  

1/31 まで毎週木曜日に、医師(脳神経外科)1 名

(2 名で隔週交代)を派遣した。 

 

 
【他の医療機関への人的支援の状況】(延べ日数) 

派遣先 

医療機関名 
H24 H25 H26 

国保上矢作病院 114 日 106 日 106 日 

国保蛭川診療所 4 日 5 日 4 日 

中津川市民病院 －日 24 日 43 日 
 

Ⅲ (2) 医師不足の地域の医

療機関やへき地医療機関

への診療支援など人的支

援 

項目番号 32 

 

飛騨及び中濃医療圏のへ

き地診療所や医師不足地域

の医療機関への診療支援な

どの人的支援を行うととも

に、高度医療機器の共同利

用を進める。 

 

平成 24 年度実績 

 MRI 138 件、 

CT  12 件 

 

平成 25 年度見込 

 MRI 193 件、 

CT  15 件 

◆ へき地・医師不足診療所等への医師出向による人的

支援状況 

出向先 

診

療

科 

24 年度 25 年度 26 年度 

下呂市立

小坂診療

所 

内

科 
延 38 日 － －  

東白川村

国保診療

所 

外

科 
延 12 日 延 12 日 延 12 日 

整

形 

外

科 

延 12 日 延 12 日 延 12 日 

東白川村

母子健康

センター 

産

婦 

人

科 

延 22 日 延 22 日 延 12 日 

高山市国

保久々野

診療所 

内

科 
－ 延 21 日 －  

高山市国

保朝日診

療所 

内

科 
－ 延 20 日 －  

高山市国

保高根診

療所 

内

科 
－ 延 45 日 －  

合計 延 84 日 延 132 日 延 36 日 

 

 

◆ 当院医療機器の地域開業医等の利用状況 

医療機器 24 年度 25 年度 26 年度 

MRI 138 件 186 件 144 件 

CT 12 件 16 件 15 件 

 計  150 件 202 件 159 件 
 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅳ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅱ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅳ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 



12 
 

 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(3) へき地医療対策の支

援 

項目番号 39 

 

平成 24 年 4 月 1 日にへ

き地医療拠点病院の指定を

受け、県とへき地医療支援

機構業務についての業務委

託契約を締結した上でへき

地医療機関等からの代診要

請に積極的に対応し、診療

支援など人的支援を行う。

また、岐阜県立多治見病院

や岐阜県立下呂温泉病院の

地域医療部と連携、協力し

て代診等業務、情報の共有

や問題点の解決に当たる。 

 

さらに、新医師臨床研修

制度における地域・保健プ

ログラムやその他新規プロ

グラムに積極的に参加する

とともに、へき地医療機関

と連携し、研修の動機付

け・総括等、研修医のへき

地医療研修支援を行う。へ

き地医療等を志向する後期

研修医、またへき地勤務医

の研修時は、地域医療部を

所属の場として活用し、各

科の横断的研修等を行う。 

 

・ 県とへき地医療支援機構運営委託契約を締結

し、依頼に応じて派遣する体制を整備 

 

・ へき地派遣(平成 26 年度実績) 

  高山赤十字病院：小児循環器内科 2 人 

下呂温泉病院：小児科 3 人、泌尿器科 3 人、

乳腺外科 1 人、内科 23 人 

 

・ 後期研修プログラムの中に一定期間の医師不

足地域での勤務を含めることにより医師不足の

解消を図ることを目的として、平成 22年 9月に、

岐阜大学医学部、同附属病院、及び研修医が多

く集まる病院とともに「岐阜県医師育成・確保

コンソーシアム」に参加した。 

 

後期研修医のへき地派遣状況  単位：人 

派遣先医療機関名 H24 H25 H26 

県立下呂温泉病院 15 17 12 

合  計 15 17 12 

 

 

Ⅳ  

 

 

  (3) へき地医療拠点病院

としての地域医療支援 

項目番号 33 

 

へき地医療拠点病院とし

て地域医療のすべてに取り

組むとともに、飛騨南部地

域の中心的役割を担い、へ

き地医療のモデル的病院と

してその成果を県内に還元

していく。 

 

平成 26年度も引き続き、

検診部門の充実を図ること

で、予防医学の充実を目指

す。 

 

また、新卒看護職員卒後

研修や再就職支援研修への

地域からの参加を可能と

し、看護実践能力の向上を

支援する。 

総合健診センター部において、平成 22 年度より

下呂市がん検診、特定健診、すこやか健診を実施

している。 

 平成 26 年度は、更に体制を整え下呂市との連携

を密にして、地域別健診日を設定し、全ての住民

健診を実施可能にするとともに、地域住民の受診

率向上を目指した。また、労働者のために休日に

健診日を設け実施し、地域に資する予防医療の強

化を図った。 

 
◆ 下呂市がん検診の受診状況 

種類 24 年度 25 年度 26 年度 

下呂市が

ん検診 
148 名 362 名 1,107 名 

下呂市特

定すこや

か検診 

51 名 217 名 654 名 

下呂市肝

炎ウイル

ス検査 

－ 44 名 80 名 

 

 

Ⅳ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅳ 

検証 

結果 

 

 

      ◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 

 
１－４－２ 社会的な要請への協力 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

医療に関する鑑定や調

査、講師派遣など社会的な

要請に対する協力を行う。 

項目番号 40 

 

・ 医療に関する鑑定や調査、講師派遣など、随

時求められる社会的な要請に対し協力を行って

きた。 

・岐阜大学への講師(医師)派遣    44 人 

・岐阜県衛生専門学校への講師(看護師)派遣 

24 人 

・各種学校への講師(看護師)派遣   26 人 

・岐阜薬科大学への講師(薬剤師)派遣  1 人 

・東京薬科大学への講師(薬剤師)派遣  1 人 

・鈴鹿医療大学への講師(薬剤師)派遣  1 人 

 

講師派遣の状況       単位：人 

 H24 H25 H26 

医師 18 35 43 

歯科医師 1 1 1 

看護師 73 49 50 

コメディカル 3 18 12 

合  計 95 103 106 
 

Ⅲ 医療に関する鑑定や調

査、講師派遣などの社会的

な要請に対する協力を行

う。 

 

医療系専門学校・大学等

の要請に応じて講師等の派

遣や学生の実習受け入れを

行う。 

項目番号 37 

 

 

・ 専門分野への講演・技術指導の要請に応じ近

隣の病院・施設へ認定看護師や専門看護師等を

講師として派遣した。 

 

・ 多治見看護専門学校に医師、看護師、コメデ

ィカルを非常勤講師として派遣した。 

 

・ 県内外の大学や教育機関等へ、認定看護師、

コメディカルを講師として派遣した。 

 

・ 多治見陶器まつりに、多治見陶器まつり実行

委員会の要請で救護班として職員を派遣した。 

 

【講師等派遣の状況】  
区分＼年度 H24 H25 H26 

医師 124 人 129 人 136 人 

看護師 64 人 35 人 52 人 

コメディカル 17 人 16 人 20 人 

合計 205 人 180 人 206 人 
 

Ⅲ 医療に関する鑑定や調

査、講師派遣など社会的な

要請に対する協力を行う。 

項目番号 34 

 

 

下呂市が実施する「障害児療育支援事業」に対

し、当院の専門知識を有する理学療法士を派遣し、

社会的要請の協力を行った。 

 H22 年度 年 10 回派遣 

 H23 年度 年 7 回派遣 

 H24 年度 年 9 回派遣 

 H25 年度 年 9 回派遣 

H26 年度 年 10 回派遣 

 
講師派遣の状況(No.26 講師等参加人数を含む) 

区 分 24 年度 25 年度 26 年度 

医師  15 名 22 名 12 名 

歯科医師 
   

護師  3 名 4 名 
 

コメディカル 10 名 13 名 14 名 

合計 28 名 39 名 26 名 
 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 
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県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 
 

１－５－１ 医療救護活動の拠点機能 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 岐阜県地域防災計画

に基づき、又は自らの判

断で、岐阜県或いは岐阜

地域の医療救護活動拠点

機能を担うこととする。 

項目番号 41 

 

24 時間対応可能な救急

医療体制を確保し、災害等

発生時の救急・重篤患者を

受け入れるとともに、医療

スタッフを現地に派遣して

医療救護活動を行う。 

また、大規模災害に対し、

消防本部等の関係機関をは

じめ住民やボランティアの

協力を得て、屋上ヘリポー

トを活用し、災害時の緊急

を要する重篤患者の搬送を

行う広域災害対策訓練を実

施する。 

・ 三重県から岐阜県西南部で震度 7 の地震発生、

診療時間中であり、センターでは本館の一部か

ら火災が発生した場合を想定し、関係消防本部

と連携のもと、災害対策訓練を実施した。 

 

日  時：平成 26 年 8 月 30 日(土) 

訓練内容： 

１ 災害医療提供体制の立ち上げをシミュレ

ーションにより確認する。一斉メールの運

用確認 

２ 応急救護所設置訓練及び傷病者に対する

トリアージ及び応急処置ならびに病棟圧縮

を確認する。 

参加人員：275 人 

 

Ⅲ (1) 岐阜県地域防災計画

に基づき、又は自らの判

断で、本県或いは東濃地

域の医療救護活動拠点機

能を担う 

項目番号 38 

 

岐阜県災害拠点病院とし

て大規模災害時にも迅速に

対応できるよう救命救急セ

ンターを中心に受け入れ態

勢をとる。 

 

消防訓練及び大規模災害

を想定した訓練を実施し、

医療救護活動拠点としての

機能を検証する。また、患

者搬送等に必要な設備、備

品等の充実に努める。 

 

新型インフルエンザ等発

生時に指定地方公共機関と

しての責務を果たす。 

・ 10 月 9 日に大規模災害を想定した災害実働訓

練を実施し、岐阜県災害拠点病院として、迅速

に対応できるようにした。 

 

・ 火災を想定した避難訓練を実施し、機能を検

証した。(7/18、1/29 の 2 回) 

 

・ GEMITS(患者カードシステム)に参加するた

めのハードウェア整備を行った。 

 

・ 県が開催した新型インフルエンザ等発生にお

ける会議及び緊急連絡網の訓練に参加し、情報

共有と連絡体制の確認を行った。 

 

・ 平成 25 年度に作成した診療継続計画の内容

の見直しを行い、感染対策委員会を通じて院内

の周知を図った。 

 

Ⅲ (1) 岐阜県地域防災計画

に基づき、本県或いは飛

騨地域の医療救護活動拠

点機能を担うとともに、

災害等の発生時には患者

の受け入れなど求められ

る機能を発揮する 

項目番号 35 

 

災害発生時に備え、事業

継続計画(BPC)の策定につ

いて検討する。 

 

また、災害等発生時にお

いて、医療救護活動の拠点

機能を担うとともに、医療

スタッフの派遣など医療救

護を行う。 

 

災害発生時に備え、下呂

市が実施する災害訓練に積

極的に参加する。 

 

耐震性能を確保し、医療

を提供する場としての安全

性、機能性を高めた新病院

を活用する。 

災害発生時には「岐阜県立下呂温泉病院災害対

策マニュアル」により、不測の事態に対応できる

よう体制を構築している。 

また、下呂市消防本部と協力して防災訓練を実

施し、消火活動や避難誘導等における各事項を検

証した。 

 

【防災訓練】 

第 1 回訓練 H26.4.2 参加者約 30 名 

第 2 回訓練 H26.4.13 参加者約 50 名 

第 3 回訓練 H26.11.27 参加者約 40 名 

 

平成 26 年 5 月に開院した新病院は、屋上ヘリポ

ートや免震構造を備えているので、災害時の医療

救護活動拠点として、更なる災害対応機能の充実

に向け、体制整備等の検討を行った。 

Ⅲ 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

(2) 県下5圏域の災害拠点

病院の中心となる「基幹

災害医療センター」とし

ての機能を強化し、指導

的役割を発揮する。 

項目番号 42 

 

・ 災害備蓄として各種備品を整備し、運用した。 

  主な備品：リフトテント(36 人用・18 人用） 

テント用暖房装置 

インバータ発電機等 

Ⅲ       

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

            



15 
 

県立病院法人(三病院共通)委員検証シート 
 

１－５－２ 他県等の医療救護への協力 

岐阜県総合医療センター 岐阜県立多治見病院 岐阜県立下呂温泉病院 
H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 H26 年度計画 年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 

業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 
業務実績、自己評価の説明、特筆すべき事項 自己 

評価 

(1) 大規模災害発生時のＤＭＡ

Ｔの派遣 

項目番号 43 

 

大規模災害への対応を図るた

め、ＤＭＡＴ及び岐阜県地域防

災計画に基づく医療班を編成

し、必要な機能を整備する。 

平成 23 年 3 月 11 日に発生し

た東日本大震災に対する対応と

して、被災直後にＤＭＡＴ1 班 5

名を派遣した。 

その後、宮城県からの要請に

より 3 月 18 日から 5 月 11 日ま

での間に、医師 1 名、看護師 2

名、薬剤師 1 名、事務員 1 名の

計5人を1班とする医療救護班5

班が宮城県亘理町にて災害医療

支援を行った。 

大規模災害への対応を図るため、ＤＭＡＴ

及び岐阜県地域防災計画に基づく医療救護班

を編成し、必要な機能を整備した。 

 

Ⅲ (1) 大規模災害発生時の

災害派遣医療チーム(Ｄ

ＭＡＴ)の派遣  

 項目番号 39 

 

厚生労働省医政局の要請

により災害派遣医療チーム

(ＤＭＡＴ)を常時派遣でき

る体制をとる。 

・ 大規模災害時にも迅速に対応できるよう 2 チ

ーム体制を維持した。 

 

・ 御嶽山噴火の時に岐阜県よりＤＭＡＴの待機

要請があり、3 名の職員が病院内に待機をした。 

Ⅲ  

 

 

  

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅳ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

      

(2) 大規模災害に対応するよ

う、ＤＭＡＴの機能を維持す

るために、国、中部地区、岐

阜県が開催する訓練・研修に

参加し、技術の向上と維持を

図る。(平成 25 年度 ＤＭＡ

Ｔ2 班) 

項目番号 44 

 

・ 平成 26 年度中部ブロックＤＭＡＴ実働

訓練に 4 人参加した。 

・ 自衛隊航空機を使用したＤＭＡＴ広域医

療搬送実機実習に 1 人参加した。 

・ ＤＭＡＴ技能維持研修に 5 人(延べ 6 回)

が参加した。 

・ ＤＭＡＴ隊ユニフォームを 15 セット新

規に整備した。 

Ⅲ (2) ＤＭＡＴの質の向上

と維持 

項目番号 40 

 

厚生労働省、中部地区、

岐阜県などで開催する訓練

に参加し、質の向上と維持

を図る。 

 

災害派遣精神医療チーム

(DPAT：Disaster Psychiatric 

Assistance Team)の養成研

修(講義、演習)に精神科医

を参加させ大規模災害時の

精神医療活動に備える。 

・ 厚生労働省、中部地区、岐阜県などで開催す

る訓練に参加し、質の向上と維持を図った。 

 

【主な DMAT 活動訓練実績】 
 

実施期間 訓練内容 参加人数 

H26.8.30 広域医療搬送訓練 5 名 

H26.10.11～12 
中部ブロック DMAT

実動訓練 
12 名 

H26.12.15～16 技能維持研修 8 名 

H27.1.10～11 
中部ブロックロジス
ティクス研修 

1 名 

H27.2.23 
岐阜 DMAT 連絡会
議 

3 名 

Ⅲ  

 

 

  

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

◎ 特筆すべき点・進捗状況評価に関する意見・ 

その他コメント 

H22 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H23 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H24 

検証

結果 

 

Ⅲ 

H25 

検証

結果 

 

Ⅲ 

検証 

結果 

 

 

 

      

 


